
バーチャル空間と実際のびわ湖で無人航行の性

能を競うソーラーボートの新しい大会が、今年の

夏に開催されることになり、実行委員会の学生ら

が滋賀県庁で記者会見を開きました。

この新しいソーラーボートの大会「Ｅ／ＳＡＳＶ

Ｇａｍｅｓ（イー・サースブイ ゲームズ）」は、

びわ湖トラストが協力し毎年びわ湖で開催されて

きた「琵琶湖クルーレスソーラーボート大会」を

進化させるもので、学生らが中心となって実行委

員会を立ち上げ開催準備を進めています。

従来のクルーレスソーラーボート大会とは違い、

びわ湖を忠実に再現したバーチャル空間で予選大

会を行うため、世界中のどこからでも参加が可能

な大会となっています。

本戦大会では、ソーラーパネルと GPS を搭載

したボートを製作し、実際のびわ湖でその性能

を競い合います。大会は、７月１日・２日に

予選大会が、８月１ ９ 日と２０日に本選大

会が行われます。なお現在、実行委員会で

は協賛企業を募集しています。

実行委員会のホームページはこちらです。

h t t p s : / / e - s a s v - g a m e s . o f f i c i a l . j p

実行委員長の尾上大地さん（立命館大学理工学部

2回生）の寄稿を次ページに掲載しています。

（内藤 悟）
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≪日程≫ ２０２３年５月２８日（日）

【総 会】１３：１５ ～

【講演会】１４：１５ ～

≪場所≫ 旧大津公会堂 3階ホール

（大津市浜大津１－４－１）

※駐車場はございません

総会後に講演会を行います。総会での議決権は正会員のみですが、傍聴は他会員でも可能です。

講演会は自由参加ですので、会員でない方もご参加ください。

会員の皆様へは詳細を別途案内いたしておりますので、参加可否の返信をお願いいたします。

びわ湖トラスト総会・講演会のお知らせ

“E/SASV Games”

≪講演≫ 藤井 達哉（滋賀県立小児保健医療センター医師）

講演会は会員以外の方も参加可能

～バーチャルとリアルの

ソーラーボート大会開催へ～



2023年7月、記念すべき第1回 E/SASV Gamesを実施しま

す。E/SASV Gamesは1997年から26回開催されてきたびわ

湖クルーレス・ソーラーボート大会が進化し、バーチャ

ルとリアルを組み合わせたハイブリッド型の競技です。

予選大会をバーチャル空間でのオンライン対戦にするこ

とにより、パソコンさえあれば全国・全世界からの参加

が可能となります。無人船の開発と運用は世界的に期待

されています。仮想空間を導入して小型船の競技会をお

こない、この分野への若者の参加を加速するという世

界でも例を見ない試みです。技術は深海探査や宇宙

探査にも応用できると期待されます。本戦大会はこれま

で同様、琵琶湖でクルーレス・ソーラーボートを走ら

せタイムや正確性を競います。

2022年8月、ご縁があり第 26 回琵琶湖クルーレス・

ソーラーボート大会に参加させていただきました。日本

最古であり最大の琵琶湖を舞台に自分たちで作った船を

走らすことは非常に楽しかったですし、貴重な体験にな

りました。小中学生約30名の合宿にも一緒に参加させて

いただきましたが、何事にもとらわれず、ありのまま無

邪気に遊ぶ子供達の姿は忘れられません。遊ぶだけでは

なく、浜辺に瓶が捨てられていたり、死因はわかりませ

んが死んでしまっている魚を見つけてきたり。子供たちが大自然から刺激を受け、学んでいく姿が

印象的でした。このような自然体験の場を今後も継続して提供し、そして自然環境やエネルギー問

題へ興味を持ってもらえるきっかけになればと考えています。

このような思いから、第26回の大会終了後、2022年9月に大学生を中心とし

てE/SASV Games実行委員会を立ち上げました。仮想空間の構築や大会の運営

など、大学生のメンバーにはあまり経験がなく、苦労することも多々ありま

した。それでも、水中ロボット分野を研究されている先生方やこれまでびわ湖クルーレスソーラー

ボート大会の運営をされていた方など、沢山のお力添えを頂き、なんとか準備を進めることができ

ました。この場をお借りし、感謝申し上げます。誠にありがとうございます。引き続き、大会開催

までよろしくお願いいたします。2023年7月、第1回E/SASV Gamesを開催できることを非常に楽し

みにしております。初回大会ということもあり至らないことも多々あるかとは思いますが、暖かく

見守っていただけると幸いです。どうぞ、よろしくお願いいたします 。 （尾上 大地）
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E/SASV Games

仮想空間では様々なイベントが発生する。巨大ビワコオオナマズも出現！ 琵琶湖の波やソーラーボートが緻密にに再現された仮想空間

高島市マキノサニービーチでの大会の様子
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2022年10月30日(日)、恒例となりました「びわ

湖トラストの集い」を開催いたしました。

会場は本年度もびわ湖トラスト副理事長で三井

寺長吏の福家俊彦さんのご厚意により総本山園城

寺事務所(講堂)にて、約３８名の会員はじめ一般

の方の参加をいただき和やかに開催されました。

昨年度に引続きコロナ禍の中にあって感染防止対

策に十分な注意を払い、飲食を伴う交流会は行え

ませんでしたが、内容を2部に分け第一部を講演

とし、第二部は三井寺の国宝 勧学院客殿並びに

文化財収蔵庫の拝観という内容で実施しました。

午後1時20分、氏家理事長の挨拶に続き、昨年4

月から6月にかけて行われたはっけん号再生のた

めのクラウドファンディングについての報告が熊

谷事務局長より行われ、無事成功したお礼が述べ

られました。第一部の講演は、東レ株式会社顧問

工学博士 栗原優氏による「世界の水環境問題解

決に貢献する日本の膜技術」と題して、東レはじ

め日本の持つ先端技術やその仕組みを興味深く教

えていただきました。第二部の見学は通常非公開

となっている三井寺の「国宝 勧学院客殿」並び

に文化財収蔵庫を福家俊彦三井寺長吏の案内によ

り拝観、鑑賞させていただきました。

秋の一日、国宝の書院造の名建築より名園を眺

め、狩野光信の優美な襖絵を鑑賞し、至福の一時

を過ごすことができました。 (下村 力)

ジュニアドクター育成塾も後半に入り、受講生

は講義を受けるとともに自分達の研究を進めて、

３月末に研究の成果を発表します。後半の最初は

「どのようにして研究というものを考えてすすめ

ていくか」という講義を、実例を交えて説明を受

けます。その後、様々なアドバイスを受けて方針

を定め、成果発表会で発表できる内容にまで高め

ていきます。

研究には、受講生自身が興味を持ったテーマで

進めます。今年の例では、びわ湖の深呼吸、湖岸

ゴミの生物に対する影響、プランクトンと水質、

アオミドロの大発生の理由、等があります。調査

場所はびわ湖に限らず、自分の家の近くの池や川、

あるいは自分で飼育している魚の水槽の場合もあ

り、中にはびわ湖の模型や、橋の構造に興味を持っ

た人は橋の模型を作って実験しています。テーマ

に対する問題意識の持ち方や問題解決へ向けた手

法は受講生それぞれ本当に多様で、毎年感心しま

す。今年も面白い発表が聞けそうで、発表会でよ

り多くの人に受講生の考えが伝わるよう、指導を

心がけています。 （青田 容明）
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● ジュニアドクター育成塾 ●

◆ トラストの集い ◆

ジュニアドクター育成塾の取組
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● ２ ０ ２ ３ 年 度 の 活 動 計 画 ●

月 日 曜日 内 容 場 所

5 28 日 総 会 旧大津公会堂

6 3 土 びわ湖トラスト親子環境学習講座 ～ 【春】びわ湖源流の森～ 高島市 朽木

18 日 ジュニアドクター育成塾 スタート 調整中

7 1 土 E/SASV Games 予選 高島市 琵琶湖

2 日 E/SASV Games 予選 高島市 琵琶湖

26 水 びわ湖トラスト親子環境学習講座 ～ megumiに乗船Ａ ～ 大津港

8 2 水 びわ湖トラスト親子環境学習講座 ～ 湖岸調査 ～ 雄琴 ＯＰＡＬ

9 水 びわ湖トラスト親子環境学習講座 ～ megumiに乗船Ｂ ～ 大津港

19 土 E/SASV Games 本選 高島市 琵琶湖

20 日 E/SASV Games 本選 高島市 琵琶湖

26 土 E/SASV Games 放映会 立命館大学 茨木キャンパス

27 日 びわ湖トラスト親子環境学習講座 ～ ブライアンに学ぶ写生 ～ 調整中

11 4 土 びわ湖トラスト親子環境学習講座 ～ 【秋】びわ湖源流の森～ 高島市 朽木

調整中 びわ湖トラストの集い 園城寺（三井寺）

3 24 日 ジュニアドクター育成塾 研究成果発表会 調整中

１．エフピコ環境基金（２０２１年度～２０２３年度）

「琵琶湖におけるマイクロプラスチックの調査と次世代育成教育の

推進」というテーマで継続していた事業の２年目が終了しました。

主な成果としては以下の通りです。

（１） 琵琶湖でのマイクロプラスチックの調査（１１回）

（２） 琵琶湖岸漂着ゴミの回収と分別。なお本事業は、琵琶湖周辺の自治体や株式会社エフピコの

社員さまとも共同で行いました。

（３） 日本地球惑星科学連合などで、生徒たちが調査の研究発表を行いました。

２．COSMOエコ基金プロジェクトは、２０２０年度～２０２２年度の1期目が終了しました。主な成果

は以下の通りです。

（１）２０２２年１月から１２月までに琵琶湖で発生した風波のエネルギーを計算し、波力エネルギー

分布地図を作製しました。

（２）Wave pumpの試作と改良を行い、琵琶湖における上下混合の学習を行いました。また湖底の水

温や溶存酸素濃度のデータから琵琶湖における全循環の仕組みを明らかにしました。琵琶湖にWave

Pumpを設置し、長期実験を行いました。

（３）E/SASV Games（仮想空間と実空間での無人ソーラーボート競技）の立ち上げを企画し、２０２

３年度以降に実施する方向で準備を進めています。 （熊谷 道夫）

調 査 助 成 金 に 関 す る 報 告
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夏から秋、帆引き網漁が行われる茨城県霞ヶ浦

は、琵琶湖に次いで大きな面積の湖です（琵琶湖

670平方km、霞ヶ浦220平方km）。霞ヶ“浦”とい

うように大昔、この辺りは海でした。長い長い年

月の間に入江に砂州や川の堆積物がたまり、海と

隔てられて出来た湖です。ですから元々は汽水湖

でした。1963年に塩害防止などを目的に下流に設

置された常陸川水門で、霞ヶ浦は完全に海と遮断

され淡水化。水深は平均4m、最大水深7m強。利根

川の方が水位が高く、霞ヶ浦の水は簡単には入れ

替わらない上、周囲の河川から流れ込む生活排水

や工業廃水などのため、水質は1970年代ごろから

悪化が始まります。改善の見込みの見えない水質

に、1990年代には霞ヶ浦の再生はもう不可能だ、

という絶望感さえ漂ったといいます。でも、流域

の町々の人たちは自分たちができることで霞ヶ浦

を生き返らせようと立ち上がります。

その一つに1995年から取り組んだ“泳げる霞ヶ

浦”を目指したまちづくりがありました。

まだ手放しで“泳げる”とはならないようですが、

水草やヨシが育ち始め、ヨシ原ではオオヨシキリ

の盛んな囀りも聞かれるようになったそうです。

“泳げる”…というフレーズを考え付いたのは、

湖が汚れるのは基本的に「人と湖の関係が希薄に

なっているからだ」と気づいたからだ、といいま

す。市民の八割が霞ヶ浦に行ったことがなく、六

割が霞ヶ浦が飲み水に使われていることを知らな

かった…。これでは水環境はよくならない…。湖

に関心なくしてどうして湖を綺麗にできるか…、

と気づいたことが大きな転機となりました。

霞ケ浦のこの運動は湖を身近に感じ、湖に常に

目を向けている…ということがいかに大切か、を

語っています。霞ヶ浦だけでなく、びわ湖も含め

て地球環境総てに「目を向ける」こと、肝に銘じ

たいです。 (西本 梛枝)

写真：行方市玉造からみた筑波山と霞ヶ浦
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霞ケ浦（かすみがうら） 茨城県

● 日本の湖水めぐり⑭●



< 6 >< 6 >

２０２２年１２月に発表された平均寿命報

告では滋賀県男性は１位、女性は２位でした。

これは滋賀県民が個々に健康管理をしっか

りしていることもありますが、それだけでは

ないことが分かりました。少し古いデータで

すが①ボランティア活動参加率１位②ノート

パソコンとスマホ所有数・光回線普及率１位

（新しいモノに躊躇しない・情報入手に積極

的）③喫煙率低さ１位④先端家電普及率１位、

その他 塩分摂取率（低さ）・旅行回数・ス

ポーツ参加数も上位にあることによるとされ

ています。あと発酵食品をよく食べる、牛肉

が安価等も書かれていました。

具体的に書かれていたのは以上ですが、最

終章には「琵琶湖が県の中央にあること」も

良い影響が出ているのではと結ばれていまし

た。私もそう思います。有形無形にて滋賀県

民は自然豊かな古代湖から恩恵を受けていま

す。美しい琵琶湖を次世代へも引き継ぐとの

熱い思いにて活動されているびわ湖トラスト

に称賛を表すると共にボランティアにて活動

されている会員や支援者にも敬意を表します。

元・東レエンジニアリング 前田 雅史

びわ湖トラストの始まりについて、振り返

りたいと思います。２００８年県は財政難を

理由に様々な事業を休止しました。地球温暖

化が原因で、湖底の低酸素化が明らかになっ

た頃で、イサザやヨコエビの大量の死骸を発

見したのは「淡探」というロボットと母船の

「はっけん号」でした。水質の悪化を懸念す

る声が多く聞かれたなか、この調査も休止に

なりました。

私たちの暮らしが成り立つのは、びわ湖が

あるおかげです。市民や企業が力を合わせて、

環境の変化に苦しむびわ湖の「声」を聴こう、

調査を継続してもらおう、との思いから、NPO

法人びわ湖トラストが活動を開始しました。

その後「淡探」の運用を支援し、皆さんのお

かげで「はっけん号」を所有するまでになり

ました。もしびわ湖に人格があるなら「皆さ

んの行動に私の未来を託します」と言うでしょ

う。びわ湖トラストの名前にはそんな気持ち

が込められています。地球温暖化は更に進行。

びわ湖と地球のため、共に行動してまいりま

しょう。

元・高島市議会議員 山内 陽子

宝 の び わ 湖 、 次 の 世代 に長 寿 県 滋 賀

《 今 日 こ の ご ろ ・ ・ ・ 》 会 員 通 信

守山市でのボランティア観光ガイド風景 ２００８年４月１２日 朝日新聞の記事

「認定ＮＰＯ法人びわ湖トラスト」は設立以来、

びわ湖の環境についての研究や啓発活動をしてま

いりました。この活動を多くの皆さまと共有した

く、新規会員の入会を募集しております。ぜひ、

お知り合いの方々をお誘いください。詳細につい

ては当法人のホームページをご覧ください。

【年会費】（入会金不要）

・個人会員：一口 ３０００円（正・賛助）

・法人会員：一口 ３００００円（正・賛助）

・学生会員：無料

賛助会員は確定申告時に所得税の還付や住民税の控除

を受ける際に必要となる寄附金受領証明書を発行いた

します。正会員は総会での議決権が有ります。

◆ びわ湖トラスト 会員募集 ◆



当社は昭和23年3月に滋賀県大津市で産声を上げ、

現在も本社工場を構えています。今日まで 製缶、配

管、板金など本業一筋 「まごころと技術」をモットー

として、着実に歩んでまいりました。お蔭様で取引

先様からも信頼を頂き2018年には会社創立70周年を

迎えることができました。

「AI」や「5G」、多岐に渡るリモート化、無人化

をはじめ、世の中は大き

く変わりつつあり、私た

ちもその変化に柔軟に対

応してゆかねばなりませ

ん。

主な職場が「工場設備」

で、ほとんどの業務を「人と人とのコミュニケーショ

ン」 や「職人技」など、「人」で進めてきた当社で

すが、こうした「これまでの手法」にも「時代の技

術革新や変化に融合させてゆくにはどうすればよい

のか?」 考えるべき課題は少なくありません。

「新しい時代」へ向けて、「人でないとこなせな

い技やコミュニケーション」 すなわち「人」を生

かしつつ 時代の技術革新の波にも柔軟に対応する、

まさに 「まごころと技術」で、これからも社会へ貢

献してゆきたいと思います。

またこの大津の地は琵琶湖という自然環境に恵ま

れた地でもあり、私ども

は長年にわたり会員とし

てびわ湖トラストをサポー

トさせて頂いてきました。

今後も発展されることを

願っています。

琵琶湖汽船㈱

㈱ハイドロシステム開発

長岡産業㈱

びわ湖放送㈱

TMTマシナリー㈱石山工場

東レエンジニアリング㈱

東レエンジニアリング西日本㈱

東レ建設㈱ 京滋支店

東レ㈱ 瀬田工場

㈱大田鉄工所

東海電設㈱

東商㈱

東洋実業㈱

甲賀高分子㈱

ニッタモールド㈱

東レ・プレシジョン㈱

滋賀殖産㈱

岡本電気㈱

東レ㈱ 滋賀事業場

㈱中村組

柳が崎クルージングクラブ

オーパルオプテックス㈱

㈱ソニック

㈱新洲

㈱杢兵衛造船所

フジイインファニット㈱

㈱メタルフィットルーツ石山

東洋電機㈱

㈱高布 滋賀支店

㈱近江ミネラルウォーターサービス

東洋樹脂株式会社

私立 光泉カトリック中学校

メニックス株式会社
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● 法人会員さま一覧 ●

(入会順)

● 法 人 会 員 紹 介 ●
まごころと技術

株式会社 大田鉄工所

はっけん号クラウドファンディングの返礼品として、2023年SDGs カレンダー

を作成しました。ジュニアドクター育成塾の受講生と立命館守山高校 SDGsクラブ

の生徒さんに協力をいただき、びわ湖にすむ魚や生き物のイラストが、色使いも鮮

やかに思い思いの表現で毎月デザインされています。

クラウドファンディングでは、個人や企業の皆様から自己支援金510万円を含め

て3000万円を超える寄付を頂きました。寄付金は、子供たちの環境学習や研究に

活用しているはっけん号の船検受験並びに改修費用に活用させていただきます。

本当にありがとうございました。 (内藤 悟)

代表取締役社長 大田 利典
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この度、高齢化（本年84歳）に伴う体力、知

力の衰えもあり12年にわたって皆様のご協力の

もとに続けてきた理事を辞任させて頂くことに

しました。

思えば、当法人の事務所が高島にあった時代

から、前事務局長の高木様と、組織として体を

なしていなかった当法人を組織化して、NPO法人

としてあるべき姿に近づけるべく、寄付金に対

する税制優遇措置を利用できる認定を取得し、

現在はグッドガバナンス認定を公的機関から取

得するべく最後の仕事として取り組んでいます。

事務局長が熊谷様に交代されてから、2015年

度には科学技術振興機構（JST）の次世代科学者

育成プログラムを実施し、その延長として2017

年度より小学上級から中学生を対象としてｼﾞｭﾆｱ

ﾄﾞｸﾀｰ育成塾を5年にわたり運営し、今年3月には

5期生が終了する予定です。合わせて高木事務局

長時代から10年にわたり平和堂財団様からのご

援助を頂き、小学生親子を対象として琵琶湖の

環境を観察する親子環境学習を、最近ではこれ

らの教育で培った優秀な子供たち（高校生）の

テーマ研究をサポートするための継続的な支援

も東レエンジニアリングGから頂いています。

今後は今まで培ってきたノウハウ、人的資源、

大学との関係を大切にして、さらなる発展のた

めに、JSTの“次世代科学技術チャレンジﾞプロ

グラム”に応募しており、これをベースに小学

生から高校生までの環境、技術教育を琵琶湖を

教材に発展させていっていただきたいと思いま

す。その一つの手段として船齢30年を超え老朽

化しつつある、実験観測船はっけん号も皆さん

の寄付により延命できる見通しもでき感謝して

います。

今後は一会員としてできるサポートをさせて

いただきたいので、宜しくお願いします。

本当に長年にわたりびわ湖トラストの発展の

ためにサポート頂き有難うございました。

理事長退任に当たって 理事⾧ 氏家 淳一

■編集後記■

今年は例年より早い桜の開花となり、県
内の名所も多くの花見客で賑わいました。
新型コロナウイルスも５月の連休明けか

ら季節性インフルエンザと同じ「5類」に
引き下げられることになり、身近な感染対
策をとりながら街にも活気が戻ってきそう
です。 (内藤 悟)

● 事 務 局 か ら の お 知 ら せ ●

銀行名：ゆうちょ銀行
トクヒ）ビワコトラスト
店 名：四六八
店 番：４６８
預金種目：普通預金
口座番号：０６６８６６３

【ゆうちょ口座から】

記 号：１４６８０
番 号：０６６８６６３１

※E/SASV Gamesへのご寄付の

際は、備考欄に「イーサスブ

イ」とご入力をお願いいたし

ます

※寄付金受領証明書が必要な

方は、別途、びわ湖トラスト

宛にご連絡をお願いいたしま

す（住所とお名前が必要です）

◆ ご 寄 付 の お 願 い ◆

・前回発行した2022年秋号のトラ

ストたよりの通巻号数に誤りがあり

ました。お詫びして訂正いたししま

す。誤：通巻27号→正：通巻25号

・ジュニアドクター育成塾 6期生を

募集中です。詳細はびわ湖トラスト

のウェブサイトをご確認ください。


